
３年間はこの条件で
販売促進

来
見
小
学
校
の
複
式
教

育
導
入
の
状
況
は
。

教
育
長

複
式
教
育
経
験
者
で
教

務
主
任
経
験
者
な
ど
を
配
置

し
対
応
し
て
い
る
。

　

自
分
た
ち
で
学
習
を
進
め
、

時
間
の
使
い
方
に
馴
れ
、
自

主
的
に
学
習
す
る
態
度
が
育

ち
、
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
と

把
握
し
て
い
る
。

一般質問

東
林
館
高
校
跡
地
の
有

効
利
用
は
。

町
長　

地
元
の
承
諾
も
い
た
だ

き
な
が
ら
雇
用
の
場
に
繋
が

る
企
業
に
優
先
的
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

三
和
小
・
高
蓋
小
・
二

幸
小
学
校
の
跡
地
利
用

は
。

町
長

今
の
段
階
で
は
教
育
財

産
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、

普
通
財
産
に
戻
る
と
町
長
部

局
の
管
理
と
な
る
の
で
出
来

る
だ
け
地
元
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
、
社
会
教
育
施
設

な
ど
に
利
用
す
る
か
、
企
業

に
貸
し
て
も
良
い
。

ゆ
と
り
教
育
見
直
し
に

よ
る
効
果
・
影
響
は
。

教
育
長

新
し
い
学
習
指
導
要
領

の
完
全
実
施
は
小
学
校
は
平

成
23
年
、
中
学
校
は
平
成
24

年
度
で
あ
る
。
今
の
段
階
で

ＱＡ

見直しが必要と思っている答
瀬尾征爾議員

問

考
え
ら
れ
る
効
果
は
、
し
っ

か
り
教
え
る
事
の
重
視
に
よ

る
基
礎
・
基
本
の
定
着
、
習

得
し
た
知
識
・
技
能
を
活
用

さ
せ
る
指
導
の
充
実
、
言
語

活
動
の
充
実
な
ど
が
期
待
で

き
る
。

　

授
業
時
間
数
の
増
加
に
伴

い
、
学
校
裁
量
に
よ
る
授
業

が
取
り
に
く
い
の
で
綿
密
な

指
導
計
画
と
改
善
が
必
要
と

な
る
。

職員削減計画は甘い

一般質問

持
つ
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い

さ
さ
か
失
礼
だ
が
町
長
や
副

町
長
が
社
長
で
は
公
務
優
先

で
あ
り
適
任
と
は
言
い
が
た

い
。

　

３
店
を
経
営
統
合
し
、
民

間
社
長
を
招
聘
し
て
経
営
に

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

考
え
方
は
ま
っ
た
く
同

感
で
あ
る
。
し
か
し
人
選
が

極
め
て
難
し
く
、
過
去
に
失

敗
し
た
例
が
あ
る
。

　

人
材
の
発
掘
に
議
会
も
協

力
し
て
頂
き
た
い
。

前
期
5
ヵ
年
の
定
員
適

正
化
計
画（
職
員
削
減

計
画
）
が
終
わ
り
、
後
期
計

画（
平
成
22
～
26
）
が
示
さ

れ
た
。

　

適
正
数
の
指
標
が
3
つ
あ

り
、「
定
員
モ
デ
ル
」
で
は

１
７
９
人
、「
類
似
団
体
」は

１
３
８
人
、「
新
た
な
定
員

管
理
指
標
」
は
２
１
３
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

従
来
使
わ
れ
て
き
た「
類

似
団
体
」
を
使
わ
ず
に「
新

た
な
定
員
管
理
指
標
」
を
使

う
と
現
行
職
員
数
１
８
９
人

よ
り
24
人
多
く
な
る
。
こ
ん

な
削
減
計
画
が
あ
る
の
か
。

町
長

﹁
類
似
﹂
と
﹁
新
た
な
指

標
﹂
で
は
相
当
の
開
き
が
あ

り
﹁
新
た
な
指
標
﹂
で
は
職

員
増
に
つ
な
が
り
、
住
民
感

情
か
ら
も
乖
離
す
る
。
見
直

し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

人
事
管
理
上
、
職
員
採

用
は
必
要
不
可
欠
と

思
っ
て
い
る
。
採
用
数
は
退

職
者
数
の
２
分
の
１
以
下
を

厳
守
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長

我
々
も
そ
う
思
っ
て
お

り
実
行
し
て
い
く
。

産
品
市
場
の
経
営
状
況

の
報
告
が
あ
り
、
同
僚

議
員
か
ら
多
く
の
課
題
が
だ

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
店
の

社
長
は
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

一
般
質
問

一
般
質
問
は
、
一
人
30
分

一
問
一
答
方
式
で
行
い
ま
し
た

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

答

問 学校跡地の有効利用は

ＱＡ

町
長

今
は
造
成
が
一
番
で
あ

る
が
、
雇
用
創
出
へ
の
構
想

は
も
っ
て
い
る
。

本
町
の
家
畜
経
営
状
況

と
口
蹄
疫
対
策
は
。

町
長

三
次
市
場
で
の
5
月
の

価
格
は
昨
年
よ
り
約
6
％
低

く
厳
し
い
状
況
だ
。
本
町
に

は
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
あ
り
宮
崎
県
で
の
参
考

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化

の
歯
止
め
に「
星
の
里

い
せ
き
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た

が
、
こ
の
事
業
は
完
成
し
た

の
か
。
ま
た
、総
事
業
費
は
。

町
長

22
年
度
、
町
道
第
2
重

松
線
改
良
・
上
下
水
道
工
事

を
10
月
15
日
ま
で
に
完
了
さ

せ
、
そ
の
後
、
道
路
舗
装
工

事
を
す
れ
ば
完
了
す
る
。

　

総
事
業
費
は
22
年
度
ま
で

に
約
6
億
4
，
０
０
０
万
円

で
あ
る
。

来
見
小
学
校
を
存
続

し
、
団
地
購
入
者
に
若

者
の
特
典
を
付
け
て
あ
る
が
、

雇
用
場
所
の
確
保
が
重
要
だ
、

雇
用
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。

町
長

福
山
市
内
へ
の
通
勤
可

能
な
場
所
で
、
ベ
ッ
ト
タ
ウ

ン
と
し
て
の
立
地
条
件
だ
。

　

造
成
工
事
は
、
臨
時
的
に

ＱＡ

雇用の創出への構想は
ある

答
村上克朗議員

地
元
企
業
の
雇
用
が
生
ま
れ
、

今
後
、
数
年
間
は
地
元
建
築

業
者
に
雇
用
が
生
ま
れ
る
。

起
業
支
援
で
農
産
物
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
働

く
場
の
創
出
を
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。
町
長
が
言

わ
れ
る「
激
流
に
逆
ら
う
ぐ

ら
い
の
強
い
精
神
」
で
自
立

促
進
プ
ラ
ン
に
取
り
組
み
停

滞
し
て
い
る
町
内
に
雇
用
の

場
を
創
造
す
べ
き
で
は
。

問 井関総合開発と
雇用対策は

ＱＡ

Ｑ

ＡＱＡ

事
例
を
検
証
し
な
が
ら
、
間

違
い
の
な
い
対
応
を
し
て
行

き
た
い
。

「
和
牛
の
里
」
が
設
立

し
て
一
年
過
ぎ
た
が
経

営
状
況
と
、
町
の
推
進
す
る

「
黒
」の
生
産
対
策
は
。

町
長

60
頭
牛
舎
の
整
備
が
完

成
し
た
が
、
現
在
は
7
割
の

頭
数
で
あ
る
。
１
２
０
万
4
，

０
０
０
円
の
利
益
が
で
て
い
る
。

１
０
０
％
へ
向
け
て
、

効
果
的
な
推
進
方
法
を

考
え
て
い
る
か
。

理
事

現
在
テ
レ
ビ
共
聴
組

合
に
対
し
加
入
推
進
及
び

適
切
な
対
応
策
も
含
め
説
明

を
行
っ
て
お
り
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
加
入
推
進
を
は

か
り
た
い
。
ま
た
ケ
ー
ブ
ル

ジ
ョ
イ
へ
の
宣
伝
委
託
や
、

商
工
会
・
自
治
振
興
会
な
ど

へ
推
進
取
り
組
み
の
お
願
い

を
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
事

業
所
な
ど
へ
の
加
入
推
進
に

よ
り
、
9
月
議
会
で
全
体
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
ラ
ン

へ
の
現
在
加
入
率
は
、

63
・
4
％
で
あ
る
が
、
告
知

放
送
は
全
戸
加
入
さ
れ
な
い

と
、
現
在
の
町
内
放
送
を
終

了
で
き
な
い
の
で
は
。

町
長　

告
知
放
送
の
一
本
化

が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
も
あ

り
、
加
入
推
進
す
る
。

　

理
事
を
筆
頭
に
担
当
者
が

各
班
に
出
向
い
て
鋭
意
説
明

を
し
て
お
り
、
評
価
し
て

や
っ
て
ほ
し
い
し
、
私
も
評

価
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
は
お
の
ず
と
つ

ＱＡ

加入率目標は１００％答

問

い
て
く
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
る
。
更
に
、
今
迄
の
よ
う

に
各
班
に
出
向
く
こ
と
は
時

間
的
に
も
物
理
的
に
も
無
理

と
思
う
。
今
後
は
町
広
報
や

告
知
放
送
な
ど
で
加
入
率
向

上
に
取
り
組
み
、
よ
り
多
く

の
加
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

公
共
告
知
放
送
の
加
入

率
１
０
０
％
に
向
け
て

は
、
無
料
化
の
方
法
も
あ
る

が
。

町
長

こ
れ
が
駄
目
な
ら
あ
れ

を
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ

方
向
性
を
含
め
予
算
組
を
し

て
い
き
た
い
。
１
０
０
％
加

ケーブルテレビの
加入率アップは

Ａ

Ｑ

地元の意見を尊重し
検討

大きな声で（豊松小学校）

入
の
目
標
を
変
え
ず
、
努
力

す
る
。

ＱＡ

Ｑ

小林　貢議員

ＱＡ

Ａ

ＣＡＴＶ編集室（岡山県美咲町）

Ａ Ｑ

まちづくり推進課

藤田晃己議員
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